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世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
富
山
で
競
演

8月

2
0
0
0
年
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭

TOPICS [トピックス]

-
2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体
の
基
幹

的
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
も
重
要
な
役
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割
を
果
た
す
能
越
自
動
車
道
の
高
岡

I
C
(イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)
と
福
岡
|

C
間
(
延
長
六
・
八
キ
口
)
が
開
通
し
ま

し
た
。

口

一
般
開
放
に
先
立
ち
、
高
岡
市
池
田

の
高
岡
ー

cで
行
わ
れ
た
開
通
式
にしら

は
、
関
係
者
約
四
百
人
が
出
席
。
白

は

せ
波
瀬
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
長
が

「
北
陸
の
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
重
要

な
道
路
で
す
。
引
き
続
き
整
備
に
全
力

で
あ
た
リ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
テ
l
プ
力
ツ
卜
ゃ
く
す

玉
割
り
、
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ
れ
、

関
係
者
ら
は
高
岡
市
に
で
き
た
初
め
て

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

-
能
越
自
動
車
道
は
、
石
川
県
輪
島
市

か
ら
氷
見
市
、
高
岡
市
を
経
由
し
小
矢

部
砺
波
J
C
T
(ジ
ヤ
ン
ク
シ
ヨ
ン
)
ま

で
を
結
ぶ
、
延
長
約
百
キ
ロ
の
自
動
車

専
用
道
路
。
小
矢
部
砺
波
」
C
T
で
北

陸
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
と

接
続
し
て
い
ま
す
。

-
今
月
三
十
日
に
は
、
東
海
北
陸
自
動

車
道
の
五
箇
山
ー

C
(上
平
村
)
|
福
光

ー

c閏
(
十
六
・
三
キ
ロ
)
の
開
通
が
予

7月

国
体
を
前
に
県
西
部
に

新
た
な
玄
関
口
が
完
成

能
越
自
動
車
道
の
高
岡
I
C
|福
岡

I
C
聞
が
開
通

①県内の子どもたちによるオープニング公演
「ようとそ富山ヘ， J 
②平田純実行委員会会長の開会あいさつ
③キューバ・ラコルメ二ータ

「ゴキブリのマルティナJ
④中国・遼寧省芸術代表団「好運にううん)J
⑤ジンパブエ・ハラレジ、ュニア劇団
「マンク、エンデのロバJ
⑥ブルガリア・青少年劇団“ゴールデンキー"
「サルタン王の物語」
⑦日本・可西舞踊研究所&劇団文芸座
「北の鳥と南の鳥j

⑥⑨こども記者は取材に、編集に大忙し
⑩O海外の子どもたちが日本の婚礼衣装の
試着や琴での「さくらjの演奏に挑戦

定
さ
れ
て
い
ま
す
0

・
高
規
格
道
路
網
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
で
、
人
や
物
、
情
報

の
広
域
的
な
交
流
が
促
進
さ

れ
、
北
陸
地
域
の
一
層
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
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北
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務
所

2
0
7
6
(
4
2
1
)
9
0
4
8
 

「
わ
た
し
た
ち
が
未
来
を
き
ず
く
」

を
テ
ー
マ
に
、
「
2
0
0
0
年
と
や
ま

世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
」
が
八
月
一
日
か

ら
七
日
ま
で
の
七
日
間
、
富
山
市
と
高

岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
世
界
こ

ど
も
演
劇
祭
」
は
、
「
モ
ナ
コ
世
界
ア
マ

チ
ュ
ア
演
劇
祭
」
と
並
ぶ
世
界
二
大
公

式
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
祭
の
一
つ
で
、
我

が
国
で
の
開
催
は
今
回
が
初
め
て
で

す
。
海
外
か
ら
三

O
O人
を
超
え
る
子

ど
も
た
ち
が
富
山
に
集
い
、
日
本
を
含

む
二
十
四
力
国
の
子
ど
も
た
ち
が
国
際

色
豊
か
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー

ジ
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

回
演
劇
祭
は
、
県
内
の
子
ど
も
た
ち
約

三

O
O人
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
公
演

で
閉
幕
。
期
間
中
は
、
ど
の
会
場
も
満

員
の
盛
況
で
、
国
内
外
の
約
一
万
人
の

方
々
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

文
化
を
紹
介
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

展
示
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
国
や
民
族
、

言
葉
を
超
-
え
た
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

U
富
山
の
子
ど
も
た
ち
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
公
演
や
開
会
式
な
ど
の
司
会
を
務

め
た
り
、
取
材
や
編
集
に
飛
び
回
り
、

「
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発

行
し
た
り
と
大
活
躍
。
閉
会
式
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
願
い
を
こ
め
た

「
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
宣
言
」
が
行
わ

れ
、
演
劇
祭
で
の
共
通
の
感
動
を
通
し

て
、
世
界
の
平
和
と
地
球
環
境
の
保
全

の
大
切
さ
を
世
界
に
発
信
し
ま
し
た
0

.
二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
い
ろ
ん
な
国
の
子
ど
も
た
ち

と
の
友
情
を
育
ん
だ
乙
と
は
、
き
っ
と
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か
け
が
え
の
な
い
体
験
と
な
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

国
今
回
の
演
劇
祭
は
、
芸
術
文
化
の
振

興
」
「
国
際
交
流
、
国
際
理
解
の
促
進
」

「
元
気
な
こ
ど
も
の
活
躍
と
創
造
性
の

発
揮
」
な
ど
で
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
富
山

県
の
、
新
し
い
ミ
レ
二
ア
ム
の
始
ま
り

の
年
を
飾
る
記
念
す
べ
き
イ
ベ
ン
ト
と

な
リ
ま
し
た
。

圃
今
後
も
県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
い

ろ
ん
な
形
で
国
際
交
流
を
行
い
、
相
互

理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
ゃつ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

-
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

県
庁
生
活
文
化
課
ま
で
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